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交
通
事
故
と
安
全
対
策

河
野
　
功は

じ
め
に

　
明
治
三
十
三
年
、
パ
リ
博
覧
会
で
横
浜
の
大
倉
喜
八

郎
が
日
本
人
と
し
て
初
め
て
自
動
車
（
ダ
チ
オ
ン
、
八

馬
力
・
一
気
筒
蒸
気
）
を
購
入
し
て
以
来
約
九
十
年
、

自
動
車
は
ま
た
た
く
間
に
我
々
の
生
活
の
中
に
入
り
込

み
、
今
や
わ
が
国
の
自
動
車
保
有
台
数
は
七
千
三
百
六

十
二
万
四
千
八
百
四
十
三
台
（
昭
和
六
十
三
年
十
二
月

現
在
の
統
計
）
と
、
約
一
・
七
人
に
一
台
の
割
合
で
保

有
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
我
々
の
社
会
で
自
動
車
が
急
激
に
普
及

を
し
た
の
は
、
自
動
車
の
も
つ
移
動
能
力
が
他
の
手
段

に
比
べ
て
、
よ
り
人
間
の
欲
求
を
満
た
す
も
の
で
あ
っ

た
か
ら
に
違
い
な
い
。
自
動
車
に
は
、
利
用
す
る
人
間

の
意
志
に
よ
り

何
時
で
も
動
か

せ
、
ど
こ
へ
で

も
行
け
る
と
い

う
機
能
性
が
あ

り
、
戸
口
か
ら

戸
口
へ
と
移
動

で
き
る
利
便
性

が
め
る
。
我
々

は
涌
勤
、
レ
ジ
ャ

ー
、
経
済
活
動

等
あ
ら
ゆ
る
社

会
生
活
、
日
常

生
活
を
自
動
車

図‐１　道路交通事故による死者数等の推移（全国）

一二三四五六
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特集・車社会を考える③交通事故と安全対策

に
依
存
し
て
お
り
、
自
動
車
は
生
活
の
必
需
品
と
い
え

る
も
の
に
す
ら
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
に
お
い
て
我
々
は
、
自
分
が
自
動

車
を
運
転
し
な
く
と
も
、
自
動
車
と
無
関
係
で
は
い
ら

れ
な
い
。

　
し
か
も
自
動
車
は
騒
音
、
振
動
、
排
気
ガ
ス
に
よ
る

大
気
汚
染
な
ど
、
生
活
環
境
を
破
壊
す
る
公
害
を
生
み

出
し
、
交
通
事
故
に
よ
り
尊
い
人
命
を
奪
い
、
身
体
を

傷
つ
け
、
家
庭
を
破
壊
す
る
な
ど
の
社
会
問
題
を
引
き

図‐２　交通事故による発生件数と負傷者数の推移

起
こ
し
て
き
て
い
る
。

　
私
は
今
か
ら
一
年
三
ヵ
月
ほ
ど
前
に
神
奈
川
県
警
察

本
部
交
通
企
画
課
に
派
遣
さ
れ
、
交
通
事
故
の
分
析
統

計
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
ま
で
、

交
通
事
故
と
い
え
ば
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
な
ど

で
知
る
程
度
で
あ
っ
た
が
、
勤
務
を
し
た
そ
の
日
か
ら
、

交
通
事
故
が
あ
る
と
配
布
さ
れ
て
く
る
速
記
簿
が
毎
日

手
元
に
回
さ
れ
て
来
て
、
そ
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。

し
か
も
速
記
簿
が
回
さ
れ
て
来
な
い
日
は
滅
多
に
な
く
、

図‐３　交通事故による死者数の推移

一
日
に
二
回
、
三
回
と
配
ら
れ
、
多
い
と
き
に
は
五
回
、

六
回
と
手
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
平
成
元
年
版
の
交
通
安
全
白
書
で
は
「
今
や
、
第
二

次
交
通
戦
争
と
呼
ん
で
も
過
言
で
は
な
い
」
と
し
、
厳

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年

九
月
二
十
一
日
に
神
奈
川
県
で
は
交
通
事
故
非
常
事
態

を
宣
言
し
、
事
故
防
止
へ
の
努
力
を
呼
び
か
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
自
動
車
の
も
た
ら
す
マ
イ
ナ
ス
面

の
中
か
ら
交
通
事
故
に
つ
い
て
見
つ
め
、
自
動
車
と
人
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表‐2　横浜市内自動車等保有台数推移

特集・車社会を考える③交通事故と安全対策

①
－
交
通
事
故
の
歴
史

　
世
界
で
初
め
て
自
動
車
に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
が
発

交
通
事
故
の
実
態

と
の
共
存
す
る
姿
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

22

図‐４　市内の事故の居住地別区分

図‐５　県内事故の居住地別区分

調査季報103－89.9

表-3 横浜市内運転免許

保有者推移

生
し
た
の
は
、
明
治
二
十
九
年
二
八
九
六
年
）
で
あ

る
が
、
我
が
国
の
交
通
事
故
第
一
号
は
明
治
三
十
三
年

二
九
〇
〇
年
）
在
米
邦
人
が
皇
太
子
御
成
婚
式
に
電

気
自
動
車
を
献
上
し
、
自
動
車
を
麹
町
区
三
宅
坂
の
下

り
坂
で
試
運
転
中
、
老
女
を
避
け
よ
う
と
し
て
お
濠
に

転
落
し
た
自
過
失
事
故
で
あ
る
。

　
物
損
事
故
と
し
て
の
第
一
号
は
明
治
三
十
八
年
（
一

九
〇
五
年
）
東
京
日
本
橋
で
の
自
動
車
と
自
転
車
の
衝

突
事
故
で
あ
る
。

　
人
に
傷
害
を
与
え
た
最
初
の
人
身
事
故
は
明
治
三
十

九
年
（
一
九
〇
六
年
）
東
京
芝
区
の
医
師
が
赤
坂
で
時

計
店
に
自
動
車
を
突
っ
込
み
、
通
行
人
二
人
を
負
傷
さ

せ
た
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
死
亡
事
故
の
第
一
号
は
明
治
四
十
年
（
一
九

〇
七
年
）
の
二
月
に
神
奈
川
県
平
塚
市
の
国
道
１
号
で

電
柱
に
衝
突
し
四
人
即
死
し
た
事
故
で
あ
る
。

表‐1　横浜市人口推移
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特集・車社会を考える③交通事故と安全対策

　
こ
の
明
治
四
十
年
は
国
産
ガ
ソ
リ
ン
車
第
一
号
が
完

成
し
た
年
で
も
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
年
に
は
交
通
事
故
の
重
大
性
に
か
ん
が

み
、
警
察
令
で
「
自
動
車
取
締
規
則
」
が
制
定
さ
れ
て

い
る
。

　
そ
の
後
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）
に
は
全
国
で

統
一
し
た
最
初
の
交
通
事
故
取
締
法
令
が
制
定
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
交
通
事
故
は
自
動
車
を
使
用
し
始
め

た
早
い
時
期
か
ら
発
生
し
、
問
題
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。

交
通
事
故
の
歴
史
は
、
自
動
車
の
歴
史
と
い
っ
て
も
よ

い
だ
ろ
う
。

②
－
交
通
事
故
統
計
か
ら

　
全
国
の
交
通
事
故
の
推
移
を
見
る
と
図
-
１
の
通
り

で
あ
る
。

　
な
お
、
統
計
上
の
死
者
数
は
事
故
発
生
後
二
十
四
時

間
以
内
に
死
亡
し
た
も
の
を
計
上
し
て
い
る
。

　
昭
和
四
十
五
年
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
が
全
国

で
一
万
六
千
七
百
六
十
五
人
に
達
し
こ
れ
ま
で
の
最
悪

の
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

　
交
通
事
故
の
死
者
は
こ
の
年
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
減

少
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
五
十
年
代
前
半
か
ら
再
び
増
加

し
始
め
、
昭
和
六
十
三
年
に
は
全
国
で
一
万
三
百
四
十

四
人
と
十
三
年
ぶ
り
に
交
通
事
故
の
死
者
が
一
万
人
を

突
破
し
、
こ
う
し
た
交
通
事
故
の
実
態
は
平
成
元
年
に

表‐４　状態別死者数の年間推移（全国）入
っ
て
か
ら
も
引
き
続
き
、
交
通
事
故
は
な
お
増
加
傾

向
に
あ
る
。

　
次
に
本
市
の
交
通
事
故
の
推
移
を
わ
が
国
最
悪
の
事

態
と
な
っ
た
昭
和
四
十
五
年
か
ら
昨
年
（
昭
和
六
十
三

年
）
ま
で
を
神
奈
川
県
と
比
較
し
て
み
る
と
図
－
２
、

３
の
通
り
で
あ
る
。

　
本
市
は
県
下
の
発
生
件
数
及
び
負
傷
者
数
の
約
三
割

を
占
め
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

表－５　歩行者事故（横浜市内）　
こ
こ
で
、
本
市
の
人
口
、
自
動
車
等
保
有
台
数
、
運

転
免
許
保
有
者
の
推
移
を
見
る
と
表
-
１
、
２
、
３
の

調査季報103－89.923



表－６　歩行者事故（神奈川県内）

特集・車社会を考える③交通事故と安全対策
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表－７　自転車事故（横浜市内）

表－８　自転車事故（神奈川県内）
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特集・車社会を考える③交通事故と安全対策

通
り
で
あ
る
。

　
百
二
万
五
千
百
五
十
八
台
と
い
う
の
は
運
輸
省
陸
運

支
局
調
査
の
も
の
で
、
県
税
対
象
と
な
っ
て
い
る
台
数

で
あ
り
、
そ
の
他
に
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
車
、

ミ
ニ
カ
ー
等
、
市
町
村
税
対
象
の
車
両
が
あ
り
、
合
計

し
て
自
動
車
等
保
有
台
数
と
呼
ん
で
い
る
。

　
一
台
あ
た
り
の
人
口
等
は
一
般
的
に
こ
の
合
計
数
値

を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
合
計
数
値
に
よ
れ
ば
、
本
市

の
場
合
昨
年
は
百
三
十
六
万
八
千
七
百
十
五
台
と
な
り
、

二
・
三
人
に
｝
台
の
割
合
で
保
有
し
、
二
・
二
人
に
一

図‐６　横浜市内歩行者事故死者数推移

人
は
免
許
証
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ

で
、
事
故
を
起
こ
し
た
人
の
居
住
地
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
、
昨
年
（
昭
和
六
十
三
年
）
の
結
果
を
発
生
件
数

で
み
る
と
図
-
４
の
通
り
で
あ
る
。

　
本
市
内
の
事
故
件
数
は
、
通
過
交
通
に
よ
る
影
響
を

強
く
受
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
グ
ラ
フ

か
ら
見
る
と
、
そ
の
影
響
は
二
三
％
に
過
ぎ
ず
、
約
七

七
％
は
市
内
居
住
者
で
、
し
か
も
そ
の
内
、
居
住
地
内

で
起
こ
し
て
い
る
事
故
が
、
五
五
％
も
あ
る
こ
と
が
判

る
。

図‐７　横浜市内自転車事故死者数推移

　
県
の
範
囲
で
み
れ
ば
、
図
-
５
の
通
り
で
約
九
〇
％

が
県
内
居
住
者
で
あ
る
。

三
―
交
通
弱
者
の
事
故
実
態

　
自
動
車
と
人
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
交
通
上
弱
い
立

場
に
あ
る
人
、
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
で
あ
る
歩
行
者
と

自
転
車
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
と
思
う
。

　
事
故
状
況
を
全
国
、
神
奈
川
県
、
本
市
と
見
て
み
る

と
表
－
４
、
５
、
６
、
７
、
８
の
通
り
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
表
の
中
で
特
に
本
市
の
場
合
の
歩
行
者
事

故
死
者
数
と
自
転
車
事
故
死
者
数
を
グ
ラ
フ
に
し
て
み

る
と
、
図
－
６
、
７
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
歩
行
者
に
つ
い
て
は
昭
和

六
十
年
を
、
自
転
車
に
つ
い
て
は
昭
和
五
十
九
年
を
境

に
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
歩
行
者
に
つ
い
て
は
昨
年
は
減
少
し
て
い
る
が
前
年

と
は
一
人
の
差
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
を
見
て
減
少
傾
向

と
判
断
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
全
体
と
し
て
増
加
傾

向
に
あ
る
と
考
え
る
方
が
よ
い
と
思
う
。

　
ま
た
、
構
成
比
に
つ
い
て
見
る
と
、
昨
年
は
歩
行
者

及
び
自
転
車
の
死
者
数
は
合
わ
せ
て
約
三
五
％
を
占
め
、

決
し
て
少
な
い
数
字
で
は
な
い
。

　
や
は
り
交
通
弱
者
の
姿
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
　
こ
こ
で
交
通
の
受
け
皿
で
あ
る
道
路
に
つ
い
て
み
る

と
表
－
９
の
よ
う
に
な
る
。

表－９　横浜市内道路

　　　　総延長の推移

　
こ
の
表
か
ら
十
年
前
の
昭
和
五
十
四
年
の
道
路
延
長

と
昨
年
（
昭
和
六
十
三
年
）
の
比
較
を
す
る
と
六
・
五

％
の
伸
び
で
し
か
な
く
、
平
成
元
年
と
比
較
し
て
も
七
・

三
％
の
伸
び
に
過
ぎ
な
い
。

　
こ
れ
は
地
価
高
騰
や
土
地
所
有
者
の
権
利
意
識
の
変

化
に
よ
り
道
路
用
地
取
得
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　
交
通
の
安
全
を
、
道
路
延
長
の
伸
び
だ
け
で
考
え
る

の
は
危
険
で
あ
る
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
と
思
う
。

　
歩
行
者
・
自
転
車
の
安
全
に
特
に
か
か
わ
り
が
あ
る

の
は
、
歩
道
・
自
転
車
道
・
立
体
横
断
施
設
な
ど
で
あ

る
か
ら
だ
。
本
市
の
整
備
状
況
は
表
－
1
0
の
通
り
で
あ

る
。
　
昨
年
（
昭
和
六
十
三
年
）
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
有
料

道
路
は
本
来
歩
行
者
を
考
慮
し
な
い
道
路
で
あ
る
の
で

総
延
長
か
ら
差
し
引
く
と
八
千
五
百
七
十
九
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
な
り
、
こ
れ
に
対
す
る
歩
道
の
設
置
さ
れ
て
い

地
利
用
者
か
ら
の
制
約
等
が
あ
る
か
ら
だ
。
歩
行
者
・

自
転
車
利
用
者
に
と
っ
て
交
通
安
全
上
好
ま
し
い
道
路

環
境
に
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
も
う
一
方
の
交
通
弱
者
で
あ
る
子
供
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
の
状
況
を
見
て
み
る
と
表
－
1
1
、
1
2
の

通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
表
か
ら
子
供
の
死
者
は
構
成
比
で
は
約
五
％
で

あ
る
が
次
の
世
代
を
担
う
も
の
を
失
う
こ
と
は
社
会
の

大
き
な
損
失
で
あ
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
死
者
は
昨
年
は
全
死
者
数
の
二
割

を
示
し
、
前
年
比
（
昭
和
六
十
二
年
と
の
比
）
で
は
六

五
％
の
増
加
と
な
り
急
増
し
て
い
る
。
高
齢
化
社
会
が

進
む
中
で
、
高
齢
者
の
死
亡
事
故
は
今
後
、
増
加
の
傾

向
を
た
ど
る
こ
と
は
十
分
予
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

事
故
の
原
因

る
道
路
延
長
は
一
〇
七
六
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
、
そ
の
割
合
は
一
二
・
六
％
に
過
ぎ
な

い
。
横
断
歩
道
橋
に
つ
い
て
は
百
七
十
橋
あ

る
も
の
の
、
ス
ロ
ー
プ
化
さ
れ
て
い
る
の
は

一
〇
・
六
％
で
約
一
割
に
過
ぎ
ず
、
押
し
上

げ
式
の
も
の
も
一
一
・
二
％
と
同
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
も
前
述
し
た
通

り
歩
道
設
置
の
用
地
取
得
の
困
難
さ
が
あ
り
、

横
断
歩
道
橋
な
ど
は
歩
道
幅
員
の
制
約
や
土

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
歩
行
者
・
自
転
車
に
と
っ
て
通

行
す
る
道
路
が
ま
だ
十
分
な
環
境
に
な
い
こ
と
を
交
通

事
故
の
原
因
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
し
か
し
一
方
自
動
車
の
直
前
後
の
横
断
・
横
断
歩
道

外
の
乱
横
断
、
信
号
無
視
、
飛
び
出
し
、
路
上
遊
技
、

め
い
て
い
等
、
歩
行
者
、
自
転
車
側
の
原
因
も
多
く
、

ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
幼
児

の
よ
う
に
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
知
っ

て
い
て
も
守
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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表
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0
　
横
浜
市
内
道
路
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歩
道
・
自
転
車
道
・
立
体
横
断
施
設
の
整
備
状
況
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特集・車社会を考える③交通事故と安全対策

ま
た
、
自
動
車
側
も
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
一
時
不

停
止
、
安
全
不
確
認
等
の
原
因
で
歩
行
者
、
自
転
車
を

事
故
に
巻
き
込
ん
で
い
る
。

　
や
は
り
、
速
度
制
限
を
知
っ
て
い
て
も
つ
い
出
し
て

し
ま
う
。
停
止
す
べ
き
こ
と
が
判
っ
て
い
て
も
止
ま
ら

ず
に
走
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
人
も
自
動
車
も
双
方
が
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
ら

な
け
れ
ば
安
全
は
保
て
な
い
。
事
故
の
中
に
人
間
の
弱

点
が
見
え
る
。

五
－
安
全
対
策

　
安
全
対
策
を
考
え
る
場
合
、
一
つ
は
、
都
市
構
造
、

自
動
車
の
構
造
な
ど
、
物
理
的
な
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
自
動
車
を
活
用
し
な
が
ら
生
き
て
い

る
我
々
の
中
で
、
安
全
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
揚
さ
せ
、

定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
高
規
格
の
道
路
に
生
活
道
路
が
多
数
交
差
し
て
い
た

り
、
狭
い
道
路
に
バ
ス
を
通
さ
な
け
れ
ば
、
通
勤
、
通

学
、
買
物
等
が
日
常
生
活
に
不
便
を
き
た
し
た
り
、
自

転
車
で
道
路
を
渡
ろ
う
と
し
て
も
歩
道
橋
の
階
段
で
阻

ま
れ
た
り
、
車
椅
子
で
歩
道
を
走
ろ
う
と
し
て
も
狭
く
、

車
道
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
自
動
車
を
駐

車
し
よ
う
と
し
て
も
駐
車
場
が
な
く
、
路
上
に
止
め
、

他
の
車
両
や
歩
行
者
、
自
転
車
の
通
行
を
妨
害
し
て
し

表－11　横浜市内の子供（中学生以下）の事故

表－12　横浜市内高齢者（60歳以上）の事故
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特集・車社会を考える③交通事故と安全対策

六
-
お
わ
り
に

ま
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
物
理
的
環
境
を
改
善

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
皆
都
市

構
造
に
帰
着
し
て
く
る
問
題
で
あ
る
。

　
本
市
の
都
市
構
造
を
改
善
し
て
い
く
に
は
、
相
当
の

費
用
と
年
月
を
要
す
る
が
、
出
来
る
も
の
か
ら
実
施
し

て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
環
境
は
改
善
さ
れ
て
い
く
こ
と

と
思
う
。
特
に
歩
道
橋
に
つ
い
て
は
、
老
齢
化
社
会
の

進
行
を
念
頭
に
お
き
、
困
難
で
は
あ
る
が
ス
ロ
ー
プ
化

の
促
進
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
自
動
車
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
事
故
防
止

が
は
か
れ
る
構
造
と
す
る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
安
全
意
識
の
高
揚
は
、
や
は
り
安
全
教

育
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

　
方
法
は
種
々
あ
る
と
思
う
が
、
中
で
も
次
の
世
代
を

担
う
子
供
た
ち
に
対
し
て
は
、
学
校
教
育
の
中
に
安
全

教
育
を
取
り
込
み
、
定
着
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

　
交
通
事
故
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
一
面
だ
け
を
見

る
の
は
危
険
で
あ
る
。

　
実
は
現
在
は
若
者
の
自
動
二
輪
車
（
バ
イ
ク
）
の
事

故
が
多
発
し
、
そ
の
数
も
急
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
交

通
事
故
全
般
に
つ
い
て
も
現
代
若
者
の
気
質
や
、
生
活

が
夜
型
化
し
て
い
る
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

よ
り
夜
間
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
交
通
事
故
は
世
代
の
変
化
、
生
活
方
式

の
変
化
、
産
業
活
動
の
変
化
等
、
多
面
的
に
捉
え
る
必

要
が
あ
る
。

　
今
回
は
、
交
通
弱
者
と
言
わ
れ
る
歩
行
者
、
自
転
車

が
主
に
な
り
、
し
か
も
表
面
的
に
な
っ
た
き
ら
い
が
あ

る
が
、
最
も
日
常
生
活
に
密
接
な
関
係
の
あ
る
自
動
車

交
通
の
安
全
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え
直
す
機
会
と

な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　
我
々
は
常
に
こ
の
「
安
全
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
安
全
」
は
我
々
が
生
活
を

す
る
上
で
の
基
本
的
条
件
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
資
料
を
提
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
神
奈
川
県

警
察
本
部
交
通
企
画
課
の
皆
さ
ん
、
本
市
道
路
局
の
皆

さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
＜
神
奈
川
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
企
画
課
派
遣
＞

参
考
資
料

１
　
神
奈
川
県
警
本
部
『
交
通
年
鑑
』

２
　
同
『
交
通
安
全
教
育
活
動
』

３
　
神
奈
川
県
交
通
安
全
対
策
室
『
神
奈
川
の
交
通

　
統
計
』

４
　
総
務
庁
編
コ
父
通
安
全
白
書
（
平
成
元
年
度
）
』

５
　
横
浜
市
『
横
浜
市
統
計
』
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